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『
論
語
集
注
』
は
ど
の
よ
う
な
書
物
か 

一

○　

は
じ
め
に

　
『
論
語
集
注
』
は
、
魏
の
何
晏
の
『
論
語
集
解
』
が
古
注
と
言
わ

れ
る
の
に
対
し
新
注
と
称
さ
れ
る
『
論
語
』
の
代
表
的
な
注
釈
書
で

あ
る
。
本
書
は
言
う
ま
で
も
な
く
南
宋
の
朱
熹
（
朱
子
、
一
一
三
〇

〜
一
二
〇
〇
）
の
著
作
で
あ
っ
て
、
朱
子
学
の
流
布
と
と
も
に
圧
倒

的
な
読
者
の
数
を
誇
っ
た
。
近
世
の
東
ア
ジ
ア
の
知
識
人
の
ほ
と
ん

ど
が
本
書
を
読
ん
だ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

朱
熹
は
道
学
と
い
う
学
派
に
属
す
る
。
こ
の
道
学
は
北
宋
の
二
程

兄
弟
（
程
顥
と
程
頤
、「
二
程
子
」
と
称
さ
れ
る
）
を
祖
と
す
る
学

派
で
、
北
宋
か
ら
南
宋
に
か
け
て
時
に
弾
圧
を
受
け
な
が
ら
も
次
第

に
勢
力
を
伸
張
し
た（
１
）。
朱
熹
が
登
場
し
た
時
に
は
道
学
は
か
な
り
社

会
に
根
を
張
る
存
在
に
な
っ
て
い
た
。そ
の
中
で
朱
熹
は
道
学
の『
論

語
』
注
釈
の
決
定
版
を
作
成
し
、
道
学
の
内
外
に
示
そ
う
と
し
た
の

で
あ
っ
て
、
本
書
に
は
道
学
者
と
し
て
の
朱
熹
の
立
場
が
よ
く
現
れ

て
い
る
。一

、『
論
語
集
注
』
成
立
の
経
緯

　
『
論
語
集
注
』
は
朱
熹
の
『
論
語
』
研
鑽
が
結
実
し
た
書
物
で
あ

る
。
本
書
と
セ
ッ
ト
と
し
て
今
に
伝
わ
る
朱
熹
の
手
に
な
る
二
書
が

あ
る
。『
論
語
精
義
』
と
『
論
語
或
問
』
で
あ
る
。『
論
語
精
義
』
は

道
学
の
『
論
語
』
解
釈
の
資
料
集
で
あ
り
、『
論
語
或
問
』
は
道
学

の
解
釈
の
齟
齬
を
朱
熹
の
視
点
か
ら
調
停
し
よ
う
と
し
た
書
で
あ

る
。資
料
の
収
集
と
そ
の
内
容
の
検
討
と
い
う
周
到
な
手
順
を
経
て
、

『
論
語
集
注
』
は
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
三
書
の
う
ち
最
初
に
で
き
た
の
が
『
論
語
精
義
』
で
あ
っ

て
、
朱
熹
四
十
三
歳
の
時
に
建
陽
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
一
方
『
論

『
論
語
集
注
』
は
ど
の
よ
う
な
書
物
か
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二

語
集
注
』
と
『
論
語
或
問
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
が
あ

り（
２
）、
以
下
そ
れ
を
中
心
に
ま
と
め
て
お
く
。
両
書
は
朱
熹
四
十
八
歳

（
淳
煕
四
年
）
の
時
に
一
応
完
成
さ
れ
た
（
真
徳
秀
『
西
山
読
書
記
』

三
一
所
引
の
李
方
子
『
年
譜
』、
王
応
麟
『
玉
海
』
四
一
）。
確
か
に

四
十
六
歳
の
時
に
は

『
論
語
』
は
こ
の
よ
う
に
草
稿
を
書
い
た
も
の
の
、
ま
だ
脱
稿

す
る
暇
が
無
い
。﹇
論
語
如
此
草
定
一
本
、
未
暇
脱
稿
。﹈（「
答

張
敬
夫
」
一
八
、『
朱
子
文
集
』
三
一
）

と
い
う
よ
う
に
完
成
一
歩
手
前
の
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り（
３
）、

ま
た
王
懋
竑
が
朱
熹
四
十
九
歳
の
時
と
す
る（
４
）張

栻
の

『
論
語
章
句
』
は
精
確
で
簡
厳
、
後
学
を
導
く
に
足
る
。﹇
論
語

章
句
精
確
簡
厳
、
足
以
詔
後
学
。﹈（「
答
朱
元
晦
」
七
、『
南
軒

集
』
二
四
）

と
い
う
語
に
よ
る
と
四
十
九
歳
に
は
既
に
読
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
っ

て
、
四
十
八
歳
説
は
大
い
に
首
肯
で
き
る
。
な
お
『
論
語
集
注
』
は

『
大
学
章
句
』、『
中
庸
章
句
』、『
孟
子
集
注
』
と
併
せ
て
『
四
書
集
注
』

と
し
て
一
つ
の
セ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ

り
、
そ
の
中
で
『
中
庸
章
句
』
と
『
大
学
章
句
』
の
序
は
朱
熹
六
十

歳
の
も
の
で
あ
る
が
、そ
れ
は
四
十
八
歳
の
時
の
作
の
改
訂
で
あ
る
。

　

朱
熹
が
五
十
六
歳
の
時
の
書
簡
に
こ
の
よ
う
に
あ
る
。

『
論
語
或
問
』
を
お
求
め
で
す
が
、
こ
の
書
は
久
し
く
修
訂
の

時
間
を
得
ら
れ
な
い
で
お
り
ま
す
。
一
方
『
集
註
』
の
方
は
し

ば
し
ば
改
定
を
加
え
変
化
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
『
或
問
』
と

前
後
不
相
応
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。﹇
承
需
論
語
或
問
、

此
書
久
無
工
夫
修
得
。
只
集
註
屡
改
不
定
、
却
与
或
問
前
後
不

相
応
矣
。﹈（「
答
潘
端
叔
」
二
、『
朱
子
文
集
』
五
〇
）

つ
ま
り
『
論
語
或
問
』
は
そ
の
ま
ま
に
放
っ
て
お
か
れ
た
の
に
対
し
、

『
論
語
集
注
』
は
し
ば
し
ば
改
訂
を
加
え
ら
れ
、
か
く
て
両
者
の
間

に
は
齟
齬
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
朱

熹
六
十
七
〜
六
十
八
歳
の
書
簡
の
中
で
、
張
元
徳
の

『
語
孟
或
問
』
は
丁
酉
（
朱
熹
四
十
八
歳
）
本
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
後
改
定
は
ど
の
よ
う
な
具
合
で
し
ょ
う
か
。﹇
語
孟
或
問

乃
丁
酉
本
、
不
知
後
来
改
定
如
何
。﹈

と
い
う
質
問
に
対
し
て
朱
熹
が

『
論
孟
集
注
』
は
後
に
改
定
し
た
箇
所
が
多
く
、そ
の
結
果
『
或

問
』
と
十
分
な
相
応
を
見
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、ま
た
『
或
問
』

を
修
訂
す
る
時
間
を
得
ら
れ
な
い
の
で
、
そ
れ
ゆ
え
表
に
出
さ

な
く
な
り
ま
し
た
。
も
し
経
書
本
文
に
即
し
て
十
分
検
討
し
、

通
じ
な
い
箇
所
が
あ
れ
ば
、『
集
注
』
を
参
考
に
し
、
更
に
ご

自
分
で
お
考
え
に
な
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
未
完
全
な

書
を
恃
ん
で
そ
れ
で
す
ま
せ
な
い
こ
と
で
す
。﹇
論
孟
集
注
後

来
改
定
処
多
、
遂
与
或
問
不
甚
相
応
、
又
無
功
夫
修
得
或
問
、
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『
論
語
集
注
』
は
ど
の
よ
う
な
書
物
か 

三

故
不
曾
伝
出
。
今
莫
若
且
就
正
経
上
玩
味
、
有
未
通
処
、
参
考

集
注
、
更
自
思
索
為
佳
。
不
可
恃
此
未
定
之
書
便
以
為
是
也
。﹈

（「
答
張
元
徳
」
七
、『
朱
子
文
集
』
六
二
）

と
答
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
見
え
る
。

　

朱
熹
が
『
論
語
集
注
』
の
改
訂
に
執
念
を
燃
や
し
た
こ
と
は
、

六
十
七
歳
の
時
の
書
簡
に

南
康
の
『
語
孟
』
は
後
に
修
訂
し
た
テ
キ
ス
ト
で
す
。
し
か
し

こ
の
ご
ろ
読
ん
で
み
る
と
、
ま
だ
改
訂
す
べ
き
箇
所
が
あ
る
の

で
す
が
、
ま
だ
着
手
し
て
お
り
ま
せ
ん
。﹇
南
康
語
孟
是
後
来

所
定
本
。
然
比
読
之
、
尚
有
合
改
訂
処
、
未
及
下
手
。﹈（「
答

孫
敬
甫
」
四
、『
朱
子
文
集
』
六
三
）

と
あ
り
、
曾
祖
道
が
記
録
し
た
朱
熹
六
十
八
歳
の
語
に

私
が
解
釈
し
下
に
注
釈
を
付
し
た
『
語
孟
』
で
あ
る
が
、････

こ
の
書
は
私
が
三
十
歳
か
ら
検
討
を
加
え
た
が
、
今
に
至
る
ま

で
ま
だ
改
定
し
終
え
て
い
な
い
の
で
、い
い
か
げ
ん
に
読
ま
ず
、

ま
ず
は
子
細
を
心
が
け
よ
。﹇
某
所
解
語
孟
和
訓
詁
注
在
下
面
、

････

此
書
某
自
三
十
歳
便
下
工
夫
、
致
而
今
改
猶
未
了
、
不

是
草
草
看
、且
帰
子
細
。﹈（『
朱
子
語
類
』
一
一
六
・
第
三
七
条
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。な
お
朱
熹
の
文
献
に
は
他
に
も『
論

語
要
義
』、『
論
語
集
義
』、『
論
語
訓
蒙
口
義
』、『
論
語
略
解
』
な
ど

の
書
名
が
見
え
、
一
部
は
同
じ
も
の
が
改
定
さ
れ
た
結
果
書
名
が
異

な
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、
と
も
か
く
も
か
な
り
の
試
行
錯
誤

の
す
え
に
『
論
語
集
注
』
が
作
成
、改
定
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
既
に
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、『
論
語
集
注
』

の
版
本
の
不
完
全
な
も
の
が
朱
熹
の
意
に
反
し
て
出
回
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
こ
と
は
朱
熹
の
次
の
語
に
見
え
る
。

『
論
語
集
注
』
は
や
は
り
私
の
十
年
前
の
本
で
あ
っ
て
、
朋
友

の
間
に
伝
わ
り
、土
地
の
人
が
断
り
無
く
刊
行
し
て
し
ま
っ
た
。

気
が
つ
い
た
時
に
は
、
す
で
に
あ
ち
こ
ち
に
出
回
っ
て
収
拾
不

能
に
な
っ
て
い
た
。こ
の
テ
キ
ス
ト
は
不
穏
当
な
箇
所
が
多
く
、

非
常
に
読
者
を
誤
ら
せ
る
。要
す
る
に
聖
賢
言
語
は
正
大
明
白
、

本
来
注
解
を
待
つ
ま
で
も
な
い
も
の
で
あ
る
。
正
に
「
一
を
覚

え
て
百
を
忘
れ
、
粗
な
る
も
の
を
つ
か
ん
で
精
な
る
も
の
を
忘

れ
る
」
類
で
あ
る
。﹇
論
語
集
注
蓋
某
十
年
前
本
、
為
朋
友
間

伝
去
、
鄉
人
遂
不
告
而
刊
。
及
知
覚
、
則
已
分
裂
四
出
、
而
不

可
收
矣
。
其
間
多
所
未
穏
、
煞
誤
看
読
。
要
之
、
聖
賢
言
語
、

正
大
明
白
、
本
不
須
恁
地
伝
注
。
正
所
謂
記
其
一
而
遺
其
百
、

得
其
粗
而
遺
其
精
者
也
。﹈（『
朱
子
語
類
』
一
九
・
第
七
〇
条
）

こ
れ
は
楊
道
夫
の
記
録
で
、
一
一
八
九
〜
九
二
年
（
朱
熹
六
十
〜

六
十
三
歳
）
の
頃
の
語
と
推
測
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る（

５
）。
こ
れ
か

ら
す
る
と
海
賊
版
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
五
十
歳
く
ら
い
の
時
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
四
十
八
歳
で
い
ち
お
う
の
完
成
を
見
た
直
後
の
こ
と

001　土田健次郎氏.indd   三001　土田健次郎氏.indd   三 2016/02/20   14:29:172016/02/20   14:29:17



國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
一
輯 

四

に
な
る
。
そ
の
後
に
何
度
も
改
訂
を
試
み
た
朱
熹
と
し
て
は
さ
ぞ
か

し
遺
憾
に
覚
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

と
も
か
く
も
『
論
語
集
注
』
に
対
す
る
朱
熹
の
執
念
は
た
い
へ
ん

な
も
の
が
あ
っ
た
。

二
、『
論
語
集
注
』
の
引
用

　
『
論
語
集
注
』
は
「
集
注
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
先
行
す
る
諸

儒
の
注
を
集
め
そ
れ
に
朱
熹
の
コ
メ
ン
ト
を
随
時
付
し
た
注
釈
書
で

あ
る
。

　

ま
ず
柱
に
な
っ
て
い
る
の
は
程
顥
（
程
明
道
）
と
程
頤
（
程
伊
川
）

の
所
謂
「
二
程
子
」
で
あ
っ
て
、
一
貫
し
て
「
程
子
」
と
尊
称
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
こ
の
兄
弟
の
親
戚
で
あ
る
張
載
（
張
横
渠
）
も
「
張

子
」
と
し
て
尊
崇
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
者
は
道
学
の
創
始
者
と
し

て
別
格
の
扱
い
と
言
え
る
。

　

あ
と
は
二
程
子
の
弟
子
た
ち
や
そ
の
流
れ
を
引
く
者
が
多
く
引
か

れ
、
中
に
は
朱
熹
の
師
匠
の
劉
勉
之
、
李
侗
（
李
延
平
）
や
、
友
人

の
張
栻
（
張
南
軒
）
の
名
も
見
え
る
。
要
す
る
に
道
学
の
儒
者
た
ち

の
引
用
が
主
流
な
の
で
あ
る
。
道
学
以
外
の
儒
者
、例
え
ば
洪
興
祖
、

呉
棫
、
黄
祖
舜
、
晁
以
道
、
劉
敞
と
い
っ
た
面
々
、
更
に
は
蘇
軾
、

王
安
石
な
ど
の
道
学
敵
対
者
の
語
と
推
測
さ
れ
て
い
る
も
の
も
引
用

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
だ
が
、
あ
く
ま
で
も
道
学
中
心
で
あ
る
こ
と

に
は
変
わ
り
は
な
い
。

　

な
お
「
程
子
」、「
張
子
」
以
外
は
ほ
と
ん
ど
が
姓
に
「
氏
」
が
付

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
た
め
（
例
え
ば
「
呂
氏
」、「
謝
氏
」
と
い
っ

た
類
）、
時
に
弟
子
す
ら
も
誰
を
指
し
て
い
る
か
わ
か
ら
な
く
な
り
、

質
問
し
た
り
確
認
し
た
り
し
て
い
る
が
（『
朱
子
語
類
』
一
九
・
第

六
七
条
、
第
六
八
条
）、
お
そ
ら
く
朱
熹
は
誰
の
語
か
を
確
定
す
る

こ
と
に
拘
泥
す
る
気
は
な
く
、
と
に
か
く
道
学
系
を
中
心
に
引
用
し

て
い
る
こ
と
を
示
せ
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う（
６
）。

　

と
こ
ろ
で
『
論
語
集
注
』
作
成
の
た
め
に
朱
熹
が
作
成
し
た
道
学

の
『
論
語
』
解
釈
の
資
料
集
で
あ
る
『
論
語
精
義
』
に
引
用
さ
れ
て

い
る
の
は
、
范
祖
禹
の
よ
う
な
同
調
者
も
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
道
学

者
だ
け
で
あ
る
（
范
祖
禹
は
『
論
語
集
注
』
に
も
引
か
れ
て
い
る
）。

こ
の
書
で
は
「
伊
川
解
曰
」
と
し
て
程
頤
の
『
論
語
解
』（『
程
氏
経

説
』
六
所
収
）
が
特
別
扱
い
さ
れ
、
わ
ざ
わ
ざ
他
の
程
頤
の
語
と
区

別
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
朱
熹
が
『
論
語
解
』
を
重

ん
じ
た
理
由
は
次
の
文
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

二
先
生
が
経
書
を
説
く
場
合
、
こ
の
よ
う
に
同
じ
で
な
い
箇
所

も
多
い
。
時
に
は
年
代
に
よ
る
変
化
、時
に
は
誤
伝
も
あ
ろ
う
。

で
あ
る
か
ら
義
理
に
よ
っ
て
推
測
し
て
取
捨
を
加
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、『
論
語
解
』
を
基
準
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『
論
語
集
注
』
は
ど
の
よ
う
な
書
物
か 

五

に
す
べ
き
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
や
は
り
内
容
が
最
も
優
れ
て

い
る
し
、
先
生
が
晩
年
自
分
で
著
し
た
も
の
で
あ
り
、
最
も
信

ず
る
に
足
る
。﹇
二
先
生
説
経
、
如
此
不
同
処
亦
多
。
或
是
時

有
先
後
、
或
是
差
舛
。
當
以
義
理
隠
度
而
取
捨
之
。
如
此
説
、

則
当
以
解
為
正
。
蓋
其
義
理
最
長
、
而
亦
先
生
晩
年
所
自
著
、

尤
可
信
也
。﹈（「
答
石
子
重
」
一
一
、『
朱
子
文
集
』
四
二
）

『
論
語
解
』
は
程
頤
の
晩
年
の
自
著
だ
か
ら
別
格
な
の
で
あ
る（

７
）。

ま

た
『
論
語
精
義
』
と
『
論
語
集
注
』
の
違
い
と
し
て
、
前
者
で
は
程

顥
と
程
頤
の
語
を
分
け
て
引
用
し
て
い
る
が
、
後
者
で
は
一
貫
し
て

「
程
子
」と
称
し
て
両
者
を
区
別
し
て
い
な
い
。
朱
熹
が『
論
語
集
注
』

と
い
う
完
成
体
に
お
い
て
、
二
程
子
を
一
丸
の
も
の
と
し
て
扱
っ
て

い
る
こ
と
は
、
や
は
り
重
要
な
意
味
が
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
『
論
語
精
義
』
は
道
学
者
中
心
で
あ
り
、『
論
語
集
注
』

は
そ
れ
よ
り
も
引
用
の
幅
が
広
い
の
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
『
論

語
集
注
』
は
『
論
語
精
義
』
所
収
の
資
料
を
柱
に
し
て
い
る
。
朱
熹

は
道
学
者
た
ち
の
『
論
語
』
解
釈
を
周
到
に
収
拾
し
、
更
に
そ
れ
ら

の
異
同
を
『
論
語
或
問
』
で
検
討
し
な
が
ら
、『
論
語
集
注
』
に
結

実
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
朱
熹
は
先
人
た
ち
の
語
を
か
な

り
自
由
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
以
下
そ
の

実
態
を
見
て
い
き
た
い
。

三
、
二
程
子
の
語
の
引
用

　
『
論
語
集
注
』
の
引
用
の
柱
は
程
顥
と
程
頤
の
二
程
兄
弟
と
張
載

で
あ
っ
て
、
先
に
も
言
っ
た
よ
う
に
「
程
子
」、「
張
子
」
と
敬
称
を

も
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
本
来
は
完
全

に
思
想
的
に
同
一
と
は
言
え
な
い
二
程
兄
弟
を
区
別
せ
ず
一
丸
の
も

の
と
し
て
扱
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
朱
熹
は
『
論
語
集
注
』
で
は

特
に
こ
の
姿
勢
を
貫
徹
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お『
論
語
集
注
』

で
は
周
敦
頤
の
語
の
引
用
は
無
い
。

　

た
だ
こ
の
「
程
子
」
の
引
用
は
、
原
文
通
り
の
も
の
で
は
な
く
、

か
な
り
の
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
て
い
る
。
例
え
ば
『
論
語
集
注
』
爲
政

第
二
・
第
一
八
章
に
は
次
の
よ
う
に
「
程
子
」
の
引
用
が
あ
る
。（
な

お
以
下
の
引
用
の
う
ち
文
面
の
異
同
を
問
題
に
す
る
箇
所
は
、
視
覚

的
に
そ
れ
が
わ
か
る
よ
う
に
あ
え
て
原
文
の
み
に
と
ど
め
て
い
る
）。

程
子
曰
、
脩
天
爵
則
人
爵
至
。
君
子
言
行
能
謹
、
得
禄
之
道
也
。

子
張
学
干
禄
、
故
告
之
以
此
、
使
定
其
心
而
不
為
利
禄
動
。
若

顔
閔
則
無
此
問
矣
。
或
疑
、如
此
亦
有
不
得
禄
者
。
孔
子
蓋
曰
、

耕
也
餒
在
其
中
。
惟
理
可
為
者
為
之
而
已
矣
。

と
こ
ろ
が
こ
の
箇
所
に
該
当
す
る
『
論
語
精
義
』
一
下
で
は
、
次
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

伊
川
解
曰
、････
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又
語
録
曰
、････

修
天
爵
則
人
爵
至
、
禄
在
其
中
矣
。
子
張

学
干
禄
、
故
告
之
以
此
、
使
定
其
心
而
不
為
利
禄
動
。
若
顔
淵

則
不
然
矣
。････

又
曰
、････
或
疑
、
如
此
亦
有
不
得
禄
者
。
孔
子
蓋
曰
、
耕

也
餒
在
其
中
矣
、
唯
理
可
為
者
為
之
而
已
矣
。

要
す
る
に
『
論
語
集
注
』
で
は
一
時
の
言
葉
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

語
が
、
い
く
つ
か
の
語
を
ア
レ
ン
ジ
し
合
体
さ
せ
た
も
の
な
の
で
あ

る
。
そ
し
て
更
に
『
論
語
精
義
』
の
も
と
に
な
っ
た
二
程
子
の
原
資

料
を
見
る
と
、
実
は
こ
れ
ら
の
語
が
一
人
の
も
の
で
は
な
く
、
程
顥

と
程
頤
の
語
を
つ
な
げ
て
い
る
の
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
「
伊

川
解
曰
」
と
は
程
頤
の
『
論
語
解
』
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
「
又
語

録
曰
」
に
該
当
す
る
の
は

修
天
爵
則
人
爵
至
、
禄
在
其
中
矣
。
子
張
学
干
禄
、
故
告
之
以

此
、
使
定
其
心
而
不
為
利
禄
動
。
若
顔
閔
則
不
然
矣
。（『
程
氏

外
書
』
六
・
第
三
一
条
）

と
い
う
程
頤
の
語
で
あ
り
、
次
の
「
又
曰
」
に
該
当
す
る
の
は

或
疑
、
如
此
亦
有
不
得
禄
者
。
孔
子
蓋
曰
、
耕
也
餒
在
其
中
矣
。

唯
理
可
為
者
為
之
而
已
矣
。（『
程
氏
遺
書
』
一
一
・
第
七
五
条
）

と
い
う
程
顥
の
語
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
朱
熹
は
、
程
頤
と
程
顥
の

語
を
ア
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
つ
な
げ
て
一
時
に
一
人
が
語
っ
た
語
の
よ

う
に
し
て
『
論
語
集
注
』
に
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
次
の『
論
語
集
注
』里
仁
第
四
・
第
八
章
の
語
を
見
て
み
よ
う
。

程
子
曰
、
言
人
不
可
以
不
知
道
。
苟
得
聞
道
、
雖
死
可
也
。
又

曰
、
皆
実
理
也
。
人
知
而
信
者
為
難
。
死
生
亦
大
矣
。
非
誠
有

所
得
、
豈
以
夕
死
為
可
乎
。

「
程
子
曰
」、「
又
曰
」
と
続
く
こ
と
か
ら
と
も
に
同
一
人
物
の
語
の

よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
れ
も
実
は
前
者
が
程
頤
、
後
者
が
程
顥
の
語

の
引
用
な
の
で
あ
る
。
い
ち
お
う
も
と
の
語
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

人
不
可
以
不
知
道
。
苟
得
聞
道
、雖
死
可
也
。（
程
頤
の
語
。『
程

氏
経
説
』
六
『
論
語
解
』
里
仁
）

皆
実
理
也
。
人
知
而
信
者
為
難
。・
・
・
・
死
生
亦
大
矣
。
非

誠
知
道
、
則
豈
以
夕
死
為
可
乎
。（
程
顥
の
語
。『
程
氏
遺
書
』

一
一
・
第
七
三
条
）

　

以
上
の
よ
う
な
例
は
枚
挙
に
暇
が
無
い
が
、
更
に
い
く
つ
か
の
箇

所
の
語
を
あ
た
か
も
一
時
の
語
の
よ
う
に
つ
な
げ
た
う
え
に
、
出
典

未
詳
の
語
句
も
存
在
し
て
い
る
例
も
あ
る
。
例
え
ば
『
論
語
集
注
』

子
罕
第
九
・
第
二
九
章
に
は
、次
の
よ
う
な
「
程
子
」
の
引
用
が
あ
る
。

程
子
曰
、
漢
儒
以
反
経
合
道
為
権
、
故
有
権
変
権
術
之
論
皆
非

也
。
権
只
是
経
也
。
自
漢
以
下
無
人
識
権
字
。

こ
れ
に
該
当
す
る
『
論
語
精
義
』
五
上
の
箇
所
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

伊
川
曰
、････

又
曰
、
人
多
以
反
経
合
道
為
権
、
実
未
嘗
反
経
。････
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『
論
語
集
注
』
は
ど
の
よ
う
な
書
物
か 

七

又
曰
、
古
今
多
錯
用
権
字
。
才
説
権
、
便
是
変
詐
或
是
権
術
。

不
知
権
只
是
経
所
不
及
者
。
権
量
軽
重
、使
之
合
義
。
才
合
義
、

便
是
経
也
。････

又
曰
、････
能
用
権
乃
知
道
、
亦
不
可
言
権
便
是
道
也
。
自

漢
以
下
更
無
人
識
権
字
。

「
伊
川
曰
」
と
し
て
引
用
し
た
後
に
「
又
曰
」
と
続
く
の
は
、
全
て

程
頤
の
語
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
語
を
も

と
の
二
程
子
の
原
資
料
の
中
に
探
し
て
み
る
と
以
下
の
よ
う
に
な

る
。
ま
ず
最
初
の
「
又
曰
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
程
頤
の
語
録
や
文

章
に
は
見
つ
か
ら
な
い
。
た
だ
こ
の
フ
レ
ー
ズ
は
程
頤
の
「
権
」
説

を
代
表
す
る
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
次
の
「
又
曰
」
に
該
当

す
る
の
は
、

漢
文
帝
殺
薄
昭
。････

古
今
多
錯
用
権
字
。
纔
説
権
、
便
是

変
詐
或
権
術
。
不
知
権
只
是
経
所
不
及
者
。
権
量
軽
重
、
使
之

合
義
。
纔
合
義
、
便
是
経
也
。････

（『
程
氏
遺
書
』
一
八
・

第
二
一
一
条
）

で
あ
り
、
そ
の
次
の
「
又
曰
」
に
該
当
す
る
の
は

能
用
権
乃
知
道
、
亦
不
可
言
権
便
是
道
也
。
自
漢
以
下
更
無
人

識
権
字
。（『
程
氏
遺
書
』
二
二
上
・
第
八
四
条
）

で
あ
り
、
と
も
に
間
違
い
な
く
程
頤
の
語
で
あ
る
。
こ
の
「
権
」
に

つ
い
て
の
議
論
は
か
な
り
重
要
な
箇
所
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
朱
熹
は

出
典
不
明
の
程
頤
の
語
を
決
め
手
と
し
て
使
用
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

と
こ
ろ
で
か
か
る
語
録
は
弟
子
が
記
録
し
た
二
程
子
の
語
が
も
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
二
程
子
自
身
が
書
い
た
文
章
も
「
程
子
曰
」
と

し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
程
顥
の
文
章
を
引
用
し
て
い
る
の

は
『
論
語
集
注
』
子
路
第
一
三
の
第
一
一
章
と
第
一
二
章
で
あ
っ
て
、

こ
こ
で
は
「
程
子
曰
」
と
し
て
程
顥
の
「
南
廟
試
策
」
第
五
道
（『
程

氏
文
集
』
五
）
を
引
い
て
い
る
。
し
か
し
原
文
と
対
照
さ
せ
て
み
る

と
相
当
に
文
章
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
朱
熹
は
弟
子
が

記
録
し
た
語
録
の
み
な
ら
ず
、
当
人
自
ら
が
筆
を
取
っ
た
文
章
ま
で

も
か
な
り
改
変
し
て
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
朱
熹
は
原
典
通
り

に
一
字
一
句
正
確
に
引
用
す
る
こ
と
を
期
す
よ
り
も
、
自
己
が
理
解

し
た
内
容
を
と
も
か
く
も
示
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
、
引
用
の
混
乱

　
『
論
語
集
注
』
に
は
他
者
の
語
な
の
に
そ
れ
を
明
示
せ
ず
利
用
し

て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
そ
れ
は
『
論
語
集
注
』
里
仁
第
四
・
第
五
章

の

君
子
之
審
富
貴
而
安
貧
賤
也
如
此
。

で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
張
九
成
の
語
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
朱
熹
は
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熟
知
し
て
い
た
こ
と
は
次
の
語
か
ら
わ
か
る
。

張
子
韶
（
張
九
成
）
の
「
富
貴
に
慎
重
に
対
処
し
貧
賤
に
動
揺

し
な
い
」
と
い
う
言
葉
は
非
常
に
よ
い
。﹇
張
子
韶
説
、
審
富

貴
而
安
貧
賤
，
極
好
。﹈（『
朱
子
語
類
』
二
六
・
第
二
六
条
）

張
子
韶
は
こ
う
言
っ
て
い
る
、「
こ
れ
は
、
君
子
は
富
貴
に
慎

重
に
対
処
し
貧
賤
に
動
揺
し
な
い
こ
と
を
言
う
」。﹇
張
子
韶
云
、

此
言
君
子
審
富
貴
而
安
貧
賤
。﹈（「
答
程
允
夫
」
四
、『
朱
子
文

集
』
四
一
）

な
お
こ
の
箇
所
を
『
論
語
精
義
』
二
下
に
は
引
用
せ
ず
、
王
応
麟
は

『
困
學
紀
聞
』
七
で
、

朱
子
は
無
垢
（
張
九
成
）
を
雑
学
と
し
て
批
判
し
た
。『
論
語

集
註
』
で
は
「
富
貴
に
慎
重
に
対
処
し
貧
賤
に
動
揺
し
な
い
」

の
語
の
み
を
取
っ
て
い
る
。﹇
朱
子
以
無
垢
為
雑
学
。
論
語
集

註
独
取
審
富
貴
安
貧
賤
之
語
。﹈

と
言
う
。
こ
の
人
物
は
道
学
で
は
最
も
仏
教
に
接
近
し
た
人
物
で

あ
っ
て
、
朱
熹
は
「
雑
学
弁
」
で
厳
し
く
批
判
を
加
え
て
い
る
。
た

だ
そ
の
存
在
感
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
、
無
視
で
き
な
い
人
物
で

あ
っ
た
。
朱
熹
は
否
定
の
対
象
で
あ
る
は
ず
の
張
九
成
の
語
を
、
当

人
の
語
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
自
分
の
語
と
し
て
記
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
尊
崇
の
対
象
で
あ
っ
た
張
載
の
語
を
張
載
の
も
の
と
断
ら
ず

に
記
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
そ
れ
は
『
論
語
集
注
』
陽
貨
第

一
七
・
第
九
条
の

人
倫
之
道
、
詩
無
不
備
。
二
者
挙
重
而
言
。

で
あ
っ
て
、
こ
の
箇
所
の
『
論
語
精
義
』
九
上
は
、

横
渠
曰
、････

。
又
曰････

。
又
曰
、････

詩
中
君
臣
父
子

兄
弟
夫
婦
朋
友
莫
不
皆
有
。････

止
言
事
父
事
君
、
最
挙
其

重
者
言
也
。

と
明
確
に
張
載
の
語
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
て
、
お
そ
ら
く
張

載
『
正
蒙
』
楽
器
篇
第
一
五
が
も
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
張

載
の
語
を
引
き
な
が
ら
断
っ
て
い
な
い
の
は
、『
論
語
集
注
』
第

一
九
・
第
二
五
章
も
そ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
他
、
引
用
人
名
の
食
い
違
い
が
あ
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
『
論

語
集
注
』
里
仁
第
四
・
第
二
三
章
の

尹
氏
曰
、
凡
事
約
則
鮮
失
。
非
止
謂
倹
約
也
。

と
い
う
語
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
尹
焞
の
語
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い

る
が
、『
論
語
精
義
』
二
下
に

侯
曰
、
約
近
於
礼
。
故
失
之
鮮
。
又
曰
、
不
必
只
倹
約
。
凡
事

皆
要
約
之
以
礼
、
然
又
要
得
中
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
侯
仲
良
の
語
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
朱
熹
の
ミ
ス
な
の
か
、
そ
れ
と
も
確
信
犯
的
に
行
っ
た

の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
筆
者
は
朱
熹
が
あ
ま
り
拘
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『
論
語
集
注
』
は
ど
の
よ
う
な
書
物
か 

九

泥
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
朱
熹
が
求
め

た
厳
密
さ
は
典
拠
の
正
確
さ
で
は
な
く
、
内
容
が
い
か
に
彼
自
身
の

解
釈
に
的
確
に
か
な
っ
て
い
る
か
で
あ
っ
た
。

　
『
論
語
集
注
』
に
は
引
用
の
誤
り
も
あ
り
、『
論
語
集
注
』
憲
問

第
一
四
・
第
四
二
章
で
は
、『
詩
経
』
邶
風
の
詩
を
衛
風
と
し
て
引

く
。
ま
た
内
容
の
不
整
合
も
あ
り
、『
論
語
集
注
』
顔
淵
第
一
二
・

第
一
〇
章
で
は
そ
の
語
の
一
部
が
季
氏
第
一
六
・
第
一
二
章
の
冒
頭

に
あ
る
べ
き
と
す
る
程
頤
の
語
を
あ
げ
る
が
、
季
氏
第
一
六
・
第

一
二
章
の
方
で
は
程
頤
の
語
を
取
ら
ず
胡
寅
の
説
の
方
を
支
持
し
て

い
る
。

　
『
論
語
集
注
』
は

吳
仁
父
に
こ
の
よ
う
に
告
げ
ら
れ
た
、「
私
の
『
語
孟
集
注
』
は
、

一
字
を
添
え
る
こ
と
も
で
き
ず
、
一
字
を
減
ら
す
こ
と
も
で
き

な
い
。
貴
君
は
子
細
に
読
ま
れ
よ
」。
ま
た
言
わ
れ
た
、「
一
字

も
余
計
で
は
な
く
、
一
字
も
不
足
し
な
い
」。﹇
語
吳
仁
父
曰
、

某
語
孟
集
注
、
添
一
字
不
得
、
減
一
字
不
得
。
公
子
細
看
。
又

曰
、
不
多
一
箇
字
、
不
少
一
箇
字
。﹈（『
朱
子
語
類
』
一
九
・

第
五
九
条
）

と
言
う
よ
う
に
、
一
字
も
増
減
で
き
な
い
と
朱
熹
が
満
腔
の
自
負

を
表
明
し
た
書
物
で
あ
る
。
こ
の
語
は
甘
節
の
記
録
で
あ
っ
て
、

一
一
九
三
〜
四
年
（
朱
熹
六
十
四
〜
五
歳
）、
一
一
九
六
年
（
朱
熹

六
十
七
歳
）
の
時
期
で
あ
る
か
ら
、
七
十
一
歳
で
死
ん
だ
朱
熹
の
晩

年
を
迎
え
よ
う
と
い
う
頃
の
も
の
で
あ
る
。
現
行
の
テ
キ
ス
ト
は
意

外
な
ほ
ど
字
句
の
異
同
が
少
な
い
。
そ
れ
は
改
訂
途
上
の
テ
キ
ス
ト

が
そ
の
都
度
世
に
出
た
の
で
は
な
く
、
晩
年
頃
の
比
較
的
安
定
し
た

テ
キ
ス
ト
の
異
本
の
範
囲
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
な
の
に
上
記
の

よ
う
な
問
題
点
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
朱
熹
の
力
点
が
原
典
の
正

確
な
引
用
に
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
自
己
の
注
の
内
容
が
彼
の
考
え

に
沿
う
こ
と
に
あ
っ
た
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
。

五
、
朱
熹
の
引
用
姿
勢

　

朱
熹
は
、
先
人
の
引
用
を
す
る
際
、
字
面
の
正
確
さ
よ
り
も
内
容

の
的
確
さ
と
明
晰
さ
の
方
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
た
。

先
人
の
解
釈
は
た
ぶ
ん
後
学
は
わ
か
り
づ
ら
い
。
そ
れ
故
『
集

注
』
で
は
そ
の
要
点
を
取
り
、
そ
れ
を
記
し
た
後
で
、
更
に
そ

れ
に
対
す
る
注
釈
を
添
え
る
と
い
う
よ
う
に
な
ら
な
い
よ
う
に

し
た
。
そ
こ
を
熟
読
し
さ
え
す
れ
ば
、
自
然
に
わ
か
る
の
で

あ
っ
て
、
無
駄
に
心
を
煩
わ
せ
て
あ
っ
ち
こ
っ
ち
穿
鑿
し
な
い

方
が
よ
い
。﹇
前
軰
解
説
、
恐
後
学
難
曉
。
故
集
注
尽
撮
其
要
、

已
説
尽
了
、
不
須
更
去
注
脚
外
又
添
一
段
説
話
。
只
把
這
箇
熟

看
、
自
然
曉
得
、
莫
枉
費
心
去
外
面
思
量
。﹈（『
朱
子
語
類
』
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國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
一
輯 

一
〇

一
九
・
第
六
三
条
）

つ
ま
り
そ
の
た
め
に
は
あ
え
て
原
文
の
要
旨
の
み
を
取
り
、
引
用
し

た
う
え
で
更
に
解
説
を
付
す
必
要
を
無
く
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

朱
熹
が
『
論
語
集
注
』
で
先
人
の
説
を
引
く
場
合
は
原
文
を
増
減
変

改
し
て
い
る
こ
と
は
弟
子
た
ち
も
認
知
し
て
い
た
。
そ
れ
を
ふ
ま
え

た
う
え
で
下
記
の
よ
う
な
質
問
と
応
答
が
な
さ
れ
て
い
る
。

お
た
ず
ね
し
た
。「
集
注
で
は
先
人
の
説
を
引
く
際
に
、
本
文

を
増
減
変
改
し
て
い
る
の
が
、
ど
う
い
う
意
図
か
ら
で
し
ょ
う

か
」。
先
生
は
言
わ
れ
た
、「
そ
の
説
に
欠
陥
が
あ
る
場
合
、
更

に
そ
の
下
に
注
脚
を
施
す
と
い
う
こ
と
を
し
た
く
な
い
か
ら

ね
」。﹇
問
、
集
注
引
前
軰
之
説
、
而
増
損
改
易
本
文
、
其
意
如

何
。
曰
、其
説
有
病
、不
欲
更
就
下
面
安
注
脚
。﹈（『
朱
子
語
類
』

一
九
・
第
六
四
条
）

朱
熹
は
先
人
の
説
に
問
題
が
あ
る
場
合
、
そ
れ
に
更
に
注
を
つ
け
る

よ
う
な
煩
瑣
な
こ
と
を
し
な
い
た
め
に
手
を
入
れ
た
と
い
う
の
で
あ

る
。
朱
熹
が
引
用
す
る
場
合
に
原
文
を
大
幅
に
手
に
入
れ
る
の
は
自

覚
的
に
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
二
つ
の
注
を
並
べ
て
い
る
場
合
は
、
両
方
と
も
成
り
立
つ

ケ
ー
ス
だ
が
大
体
に
お
い
て
前
に
引
く
ほ
う
が
優
れ
て
い
る
と
も
言

う
。

あ
る
人
が
た
ず
ね
た
。「『
集
注
』
で
二
つ
の
解
釈
を
並
べ
て
い

る
場
合
、
ど
ち
ら
が
優
れ
て
い
る
の
で
す
か
」。
先
生
が
言
わ

れ
た
、「
私
が
優
れ
て
い
る
と
認
識
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
ど
う

し
て
劣
っ
て
い
る
も
の
を
残
す
か
ね
。
二
説
と
も
通
ず
る
か
ら

こ
そ
と
も
に
残
し
た
の
だ
。
必
ず
ど
ち
ら
か
が
聖
人
の
本
意
に

か
な
っ
て
い
る
は
ず
な
の
だ
が
、
た
だ
わ
か
ら
な
い
だ
け
だ
」。

ま
た
言
わ
れ
た
、「
だ
い
た
い
の
と
こ
ろ
両
方
の
説
が
あ
る
場

合
は
、前
の
説
の
方
が
優
れ
て
い
る
」。﹇
或
問
、集
注
有
両
存
者
、

何
者
為
長
。
曰
、
使
某
見
得
長
底
時
、
豈
復
存
其
短
底
。
只
為

是
二
説
皆
通
、
故
并
存
之
。
然
必
有
一
説
合
得
聖
人
之
本
意
、

但
不
可
知
爾
。
復
曰
、大
率
両
説
、前
一
説
勝
。﹈（『
朱
子
語
類
』

一
九
・
第
六
六
条
）

　

更
に
『
論
語
集
注
』
に
類
似
し
た
説
が
並
ぶ
場
合
は
た
が
い
に
補

足
し
あ
う
関
係
、
全
く
異
な
る
説
が
並
ぶ
場
合
は
是
非
が
未
定
の
場

合
で
あ
る
と
言
う
。

『
集
注
』
で
類
似
し
て
差
が
少
な
い
両
説
は
互
い
に
補
い
あ
う

よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
全
く
異
な
る
両
説
は
、
ど
ち
ら

が
よ
い
か
決
定
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。﹇
集
注
中
有
両
説

相
似
而
少
異
者
、亦
要
相
資
。
有
説
全
别
者
、是
未
定
也
。﹈（『
朱

子
語
類
』
一
九
・
第
六
五
条
）

　

朱
熹
は
『
論
語
集
注
』
で
助
字
の
類
に
ま
で
神
経
を
使
っ
た
。
そ

れ
は
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『
論
語
集
注
』
は
ど
の
よ
う
な
書
物
か 

一
一

ま
た
お
た
ず
ね
し
た
。「
文
義
を
解
釈
し
た
箇
所
で
、『
者
』
の

字
を
用
い
た
り
、『
謂
』
の
字
を
用
い
た
り
、『
猶
』
の
字
を
用

い
た
り
、
そ
の
ま
ま
解
説
し
た
り
し
て
い
る
の
は
、
軽
重
の
差

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
で
す
か
」。
言
わ
れ
た
。「
そ
の
ま
ま

解
説
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
ま
ま
そ
う
解
釈
し
ろ
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。『
猶
』
の
場
合
は
、『
な
お
こ
の
よ
う
だ
』
と
い
う
こ

と
だ
」。
ま
た
お
た
ず
ね
し
た
、「『
者
』
は
ど
う
で
す
か
」。
言

わ
れ
た
、「
こ
の
よ
う
に
と
い
う
こ
と
だ
」。﹇
又
問
、解
文
義
処
、

或
用
者
字
、
或
用
謂
字
、
或
用
猶
字
、
或
直
言
、
其
軽
重
之
意

如
何
。
曰
、
直
言
、
直
訓
如
此
。
猶
者
、
猶
是
如
此
。
又
問
、

者
謂
如
何
。
曰
、是
恁
地
。﹈（『
朱
子
語
類
』
一
九
・
第
六
四
条
）

と
言
う
よ
う
に
、
あ
る
語
を
解
説
す
る
際
に
、
そ
の
ま
ま
説
明
す
る
、

「
猶
」
を
使
用
す
る
、「
者
」
や
「
謂
」
を
使
用
す
る
、
と
い
っ
た
そ

れ
ぞ
れ
の
場
合
を
区
別
し
た
と
言
う
。

　

そ
の
他
、

『
集
注
』
の
中
で
先
人
の
説
を
原
文
の
下
に
記
し
て
い
る
の
は
、

そ
の
箇
所
の
文
義
を
解
釈
し
て
い
る
の
だ
。
先
人
の
説
を
章
末

に
置
く
の
は
、
一
章
の
大
旨
を
説
い
た
り
そ
の
章
か
ら
出
て
く

る
内
容
を
反
覆
し
た
り
し
て
い
る
の
で
あ
る
。﹇
集
注
內
載
前

輩
之
説
於
句
下
者
、
是
解
此
句
文
義
。
載
前
輩
之
説
於
章
後

者
、
是
説
一
章
之
大
旨
及
反
覆
此
章
之
余
意
。﹈（『
朱
子
語
類
』

四
〇
・
第
三
一
条
）

と
、
先
人
の
説
を
本
文
の
下
に
付
す
場
合
は
そ
の
原
文
の
解
釈
で
あ

り
、
章
の
末
に
付
す
場
合
は
そ
の
章
の
大
旨
や
敷
衍
さ
れ
る
内
容
の

説
明
と
す
る
。
ま
た

章
末
に
○
印
を
記
し
、
そ
れ
か
ら
諸
家
の
説
を
並
べ
て
い
る
の

は
、
本
文
に
は
直
接
書
い
て
い
な
い
が
そ
こ
か
ら
わ
か
る
内
容

で
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
か
、
一
章
の
意
を
概
括

し
、
そ
の
内
容
を
再
確
認
し
、
わ
か
っ
て
お
く
こ
と
が
切
に
求

め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。﹇
章
末
用
圏
、
而
列
諸
家
之
説
者
、

或
文
外
之
意
、
而
正
文
有
所
発
明
、
不
容
略
去
、
或
通
論
一
章

之
意
、
反
復
其
説
、
切
要
而
不
可
不
知
也
。﹈（
趙
順
孫
『
論
語

纂
疏
』
所
収
「
読
論
孟
集
註
綱
領
」
に
引
く
「
朱
在
過
庭
所
聞
」）

と
、
章
の
末
に
○
印
が
あ
り
そ
の
後
で
先
人
の
説
を
引
く
場
合
は
原

文
に
無
い
が
原
文
か
ら
敷
衍
で
き
る
内
容
、
あ
る
い
は
特
に
強
調
す

べ
き
章
全
体
の
意
味
で
あ
る
と
す
る
。
い
わ
ゆ
る
「
圏
外
の
説
」
で

あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
朱
熹
は
引
用
の
際
に
自
覚
的
に
思
い
切
っ
て
原

文
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
り
、
注
の
表
記
や
配
列
、
付
す
位
置
な
ど
に
細

心
の
注
意
を
払
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
の
は
彼

の
自
己
の
思
想
的
主
張
を
貫
こ
う
と
す
る
強
固
な
意
志
で
あ
る
。
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國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
一
輯 

一
二

六
、『
論
語
集
注
』
の
立
場

　

朱
熹
は
『
論
語
集
注
』
で
正
統
的
な
道
学
の
『
論
語
』
の
解
釈
を

示
そ
う
と
し
た
。
そ
の
正
統
性
と
は
朱
熹
に
と
っ
て
の
正
統
性
で

あ
っ
て
、
こ
れ
が
果
た
し
て
歴
史
的
に
み
た
道
学
の
正
統
と
言
え
る

か
ど
う
か
は
別
の
問
題
で
あ
る
。
と
も
か
く
も
朱
熹
は
そ
の
た
め
に

も
道
学
の
資
料
を
網
羅
し
整
理
し
、
そ
の
中
の
矛
盾
を
彼
の
思
想
を

軸
に
調
停
し
、
そ
し
て
道
学
の
内
外
に
示
せ
る
道
学
的
『
論
語
』
注

釈
の
決
定
版
を
完
成
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
儒
教
内
部
に
お

け
る
道
学
の
正
統
性
と
、
道
学
内
部
に
お
け
る
朱
熹
の
正
統
性
の
二

重
の
正
統
性
の
主
張
が
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
論
じ

た
こ
と
が
あ
る（
８
）。

　

と
こ
ろ
で
『
論
語
集
注
』
に
お
け
る
『
論
語
』
解
釈
の
特
質
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
聖
人
（
孔
子
な
ど
）、
道
の
伝
授
に
関
わ
れ
る
特
別

な
弟
子
（
顔
回
、曾
参
な
ど
）、高
弟
（
子
路
、子
貢
な
ど
）、常
人
（
普

通
の
弟
子
な
ど
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
境
地
の
差
を
切
り
分
け
て
説
明
し

て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
朱
子
学
と
言
え
ば
宇
宙
や
心
性
の
構
造
論
ば

か
り
に
注
目
が
い
く
が
、
本
書
で
は
そ
の
よ
う
な
問
題
よ
り
も
、
聖

人
の
境
地
に
焦
点
が
あ
た
っ
て
い
る
。そ
し
て
そ
の
聖
人
の
境
地
は
、

常
人
の
意
識
の
あ
り
方
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
渾
然
た
る
一
理
と
し

て
呈
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
次
の
諸
例
に
現
れ
て
い
る
。

聖
人
の
心
は
渾
然
一
理
で
あ
っ
て
、
広
く
す
み
ず
み
に
ま
で
対

応
し
、
し
か
も
働
き
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。﹇
聖
人
之
心
、
渾

然
一
理
、而
泛
応
曲
当
、用
各
不
同
。﹈（
里
仁
第
四
・
第
一
五
章
）

聖
人
な
ど
は
渾
然
と
し
て
い
て
間
断
が
無
い
。﹇
若
聖
人
、
則

渾
然
無
間
断
矣
。﹈（
雍
也
第
六
・
第
五
章
）

聖
人
の
心
は
渾
然
た
る
天
理
で
あ
っ
て
、
極
め
て
困
難
な
状
況

で
も
常
に
楽
し
む
。﹇
聖
人
之
心
、
渾
然
天
理
、
雖
処
困
極
、

而
楽
亦
無
不
在
焉
。﹈（
述
而
第
七
・
第
一
五
章
）

た
だ
聖
人
だ
け
は
本
体
全
体
が
渾
然
と
し
て
い
て
、
陰
陽
は
徳

に
合
し
、
そ
れ
故
中
和
の
気
が
こ
の
よ
う
に
容
貌
に
現
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。﹇
惟
聖
人
全
体
渾
然
、
陰
陽
合
德
、
故
其
中
和

之
気
見
於
容
貌
之
間
者
如
此
。﹈（
述
而
第
七
・
第
三
七
章
）

こ
の
よ
う
な
聖
人
の
境
地
の
表
現
は
、
常
人
か
ら
目
上
げ
た
聖
人
の

姿
で
あ
る
。
個
別
的
な
理
の
実
現
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
常
人

の
遙
か
先
に
は
個
別
的
な
理
が
収
束
す
る
一
理
の
世
界
が
あ
る
。
そ

し
て
そ
こ
に
行
き
着
く
た
め
に
は
着
実
な
日
常
の
学
問
や
実
践
が
必

須
な
の
で
あ
る
。

　

朱
熹
は
日
常
で
の
礼
や
徳
行
、
着
実
な
学
問
を
重
視
し
て
、
と
も

す
れ
ば
道
学
が
高
遠
に
馳
せ
る
傾
向
を
持
つ
の
を
警
戒
し
た
。『
論

語
』
子
張
第
一
九
・
第
一
二
章
で
、
孔
子
の
弟
子
の
子
游
が
同
じ
く

弟
子
の
子
夏
に
対
し
て
、
子
夏
の
弟
子
た
ち
は
「
洒
掃
応
対
」
に
関
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『
論
語
集
注
』
は
ど
の
よ
う
な
書
物
か 

一
三

し
て
は
問
題
無
い
が
根
本
が
欠
け
て
い
る
と
評
し
た
と
こ
ろ
、
子
夏

が
君
子
の
道
に
は
順
序
が
あ
る
と
反
論
し
て
い
る
。
こ
の
章
に
つ
い

て
朱
熹
は
、
孔
子
の
語
で
は
な
く
弟
子
の
問
答
な
の
に
長
大
な
注
釈

を
つ
け
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
二
程
子
の
語
が
五
条
も
列
挙
さ
れ
て

い
る
。程

子
が
言
わ
れ
た
。「
君
子
が
人
を
教
え
る
場
合
に
は
順
序
が

あ
る
。
先
ず
小
さ
い
こ
と
や
身
近
な
こ
と
を
伝
え
、
そ
の
後
で

大
き
な
こ
と
や
高
遠
な
こ
と
を
教
え
る
の
で
あ
る
。
先
ず
身
近

で
小
さ
い
こ
と
は
教
え
る
が
そ
の
後
で
高
遠
で
大
き
な
こ
と
を

教
え
な
い
、
と
い
う
の
で
は
な
い
」。
ま
た
言
わ
れ
た
。「
掃
除

や
応
接
の
礼
儀
作
法
は
、
実
は
形
而
上
で
あ
る
。
こ
れ
は
理
に

大
小
の
差
が
無
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
君
子
が
留
意
す
る
の

は
、
自
分
の
み
が
知
り
う
る
内
面
を
慎
む
こ
と
で
あ
る
」。
ま

た
言
わ
れ
た
。「
聖
人
の
道
は
、
精
と
粗
の
区
別
は
無
い
。
掃

除
応
接
の
礼
儀
作
法
か
ら
、
道
義
に
精
通
し
て
霊
妙
な
域
に
ま

で
至
る
こ
と
は
、
た
だ
一
理
で
貫
通
し
て
い
る
。
掃
除
応
接
の

礼
儀
作
法
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
根
拠
が
い
か
な
る
も
の
か
を
見

て
い
く
の
で
あ
る
」。
ま
た
言
わ
れ
た
。「
万
物
に
は
本
と
末
の

区
別
が
あ
る
。
本
と
末
を
分
け
て
二
つ
の
段
階
と
す
べ
き
で
は

な
い
。
掃
除
応
接
の
礼
儀
作
法
も
そ
う
で
あ
っ
て
、
必
ず
そ
う

で
あ
る
根
拠
が
あ
る
」。
ま
た
言
わ
れ
た
。「
掃
除
応
接
の
礼
儀

作
法
か
ら
、
聖
人
の
段
階
に
ま
で
到
達
す
べ
き
な
の
で
あ
る
」。

私
が
思
う
に
、
程
子
の
上
記
の
う
ち
の
第
一
条
は
、
本
文
の
文

意
を
最
も
詳
し
く
説
き
尽
く
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
四
条
は
全

て
、
精
と
粗
、
本
と
末
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
持
ち
前
が
あ
る
が
、

そ
れ
ら
の
理
は
一
で
あ
っ
て
、
学
ぶ
者
は
順
序
に
従
っ
て
徐
々

に
前
進
し
て
い
き
、
末
を
面
倒
が
っ
て
本
を
性
急
に
求
め
る
べ

き
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。﹇
程
子
曰
、
君
子

教
人
有
序
。
先
伝
以
小
者
近
者
、
而
後
教
以
大
者
遠
者
。
非
先

伝
以
近
小
、
而
後
不
教
以
遠
大
也
。
又
曰
、
洒
掃
応
対
、
便
是

形
而
上
者
。
理
無
大
小
故
也
。
故
君
子
只
在
慎
独
。
又
曰
、
聖

人
之
道
、
更
無
精
粗
。
従
洒
掃
応
対
、
与
精
義
入
神
、
貫
通
只

一
理
。
雖
洒
掃
応
対
、
只
看
所
以
然
如
何
。
又
曰
、
凡
物
有
本

末
、
不
可
分
本
末
為
両
段
事
。
洒
掃
応
対
是
其
然
、
必
有
所
以

然
。
又
曰
、
自
洒
掃
応
対
上
、
便
可
到
聖
人
事
。
愚
按
、
程
子

第
一
條
、
説
此
章
文
意
、
最
為
詳
尽
。
其
後
四
條
、
皆
以
明
精

粗
本
末
。
其
分
雖
殊
、
而
理
則
一
。
学
者
当
循
序
而
漸
進
、
不

可
厭
末
而
求
本
。﹈（『
論
語
集
注
』
子
張
第
一
九
・
第
一
二
章
）

こ
れ
は
順
次
、『
程
氏
遺
書
』八
・
第
二
〇
条（
程
顥
か
程
頤
の
語
）、『
程

氏
遺
書
』
一
三
・
第
九
条
（
程
顥
の
語
）、『
程
氏
遺
書
』
一
五
・
第

七
五
条
（
程
頤
の
語
）、『
程
氏
遺
書
』
一
五
・
第
四
一
条
（
程
頤
の

語
）、『
程
氏
遺
書
』
五
・
第
三
一
条
（
程
顥
か
程
頤
の
語
）
で
あ
る
。
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一
四

　

こ
こ
に
は
、
二
程
子
の
語
を
借
り
て
、
掃
除
応
接
の
礼
儀
作
法
の

よ
う
な
形
而
下
的
な
努
力
と
高
遠
な
道
理
の
認
識
の
両
方
の
必
要
性

が
説
か
れ
て
い
る
が
、
眼
目
は
掃
除
応
接
と
い
っ
た
礼
儀
作
法
の
段

階
を
ま
ず
踏
む
こ
と
が
必
須
で
あ
る
こ
と
に
あ
る
。
道
学
の
祖
の
二

程
子
が
か
か
る
日
常
の
地
道
な
営
為
を
重
ん
じ
て
い
た
こ
と
を
朱
熹

は
証
明
す
る
た
め
に
、
孔
子
の
弟
子
の
語
に
も
か
か
わ
ら
ず
五
条
も

二
程
子
の
語
を
引
用
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
は
当
時
の
道
学
の

高
遠
志
向
へ
の
朱
熹
の
批
判
が
潜
ん
で
い
る
。

○　

お
わ
り
に

　
『
論
語
』
は
四
書
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
書
物
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
四
書
の
読
書
の
階
梯
は
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

私
は
ま
ず
人
に
『
大
学
』
を
読
ま
せ
、
そ
れ
で
学
問
の
範
囲
を

定
め
さ
せ
る
。
次
に
『
論
語
』
を
読
み
、
そ
れ
で
根
本
を
確
立

さ
せ
る
。
次
に
『
孟
子
』
を
読
み
、
そ
れ
で
感
発
す
る
と
こ
ろ

を
見
さ
せ
る
。
次
に
『
中
庸
』
を
読
み
、
そ
れ
で
古
人
の
㣲㣲
妙

な
問
題
を
求
め
さ
せ
る
。『
大
学
』
に
は
踏
み
行
う
べ
き
段
階

の
順
序
が
あ
り
、
そ
れ
が
一
箇
所
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で

わ
か
り
や
す
い
か
ら
、
ま
ず
読
む
べ
き
で
あ
る
。『
論
語
』
は

む
し
ろ
具
体
的
で
あ
る
が
、
た
だ
言
葉
が
あ
れ
こ
れ
散
在
し
て

い
る
の
で
、
い
き
な
り
読
む
の
は
難
し
い
。『
孟
子
』
は
人
心

を
感
発
す
る
点
が
あ
る
。『
中
庸
』
も
ま
た
読
む
の
が
難
し
く
、

三
書
を
読
ん
だ
後
で
、
初
め
て
読
む
べ
き
で
あ
る
。﹇
某
要
人

先
読
大
学
、
以
定
其
規
模
。
次
読
論
語
、
以
立
其
根
本
。
次
読

孟
子
、
以
観
其
発
越
。
次
読
中
庸
、
以
求
古
人
之
㣲㣲
妙
処
。
大

学
一
篇
有
等
級
次
第
、総
作
一
処
、易
曉
、宜
先
看
。
論
語
却
実
、

但
言
語
散
見
、
初
看
亦
難
。
孟
子
有
感
激
興
発
人
心
処
。
中
庸

亦
難
読
、
看
三
書
後
、
方
宜
読
之
。﹈（『
朱
子
語
類
』
一
四
・

第
三
条
）

　
『
論
語
』
と
は
、
聖
人
に
至
る
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
『
大
学
』
で

知
っ
た
後
で
「
根
本
を
確
立
す
る
」
も
の
で
あ
る
。
た
だ
『
論
語
』

は
「
言
葉
が
あ
れ
こ
れ
散
在
し
て
い
る
」
の
で
、『
大
学
』
を
通
し

て
理
解
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
の
語
を
位
置
づ
け
な
が

ら
自
分
が
ど
の
よ
う
な
段
階
に
あ
り
、
何
を
目
指
す
の
か
を
自
覚
し

な
が
ら
読
む
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
一
例
を
あ
げ
る
と
、里
仁
第
四
・

第
一
五
章
は
、
次
の
よ
う
な
有
名
な
孔
子
、
曾
子
（
曾
参
）、
門
人

の
対
話
で
あ
る
。

先
生
が
言
わ
れ
た
、「
参
（
曾
子
）
よ
、
私
の
道
は
一
と
い
う

こ
と
で
貫
い
て
い
る
の
だ
よ
」。
曾
子
が
言
わ
れ
た
、「
は
い
」。

孔
子
が
退
出
さ
れ
た
。そ
こ
で
門
人
が
曾
子
に
問
う
て
言
っ
た
、

「
ど
う
い
う
意
味
だ
っ
た
の
で
す
か
」。
曾
子
が
言
わ
れ
た
、「
先
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一
五

生
（
孔
子
）
の
道
は
、
忠
恕
と
い
う
こ
と
な
の
だ
」。﹇
子
曰
、

参
乎
、
吾
道
一
以
貫
之
。
曾
子
曰
、
唯
。
子
出
。
門
人
問
曰
、

何
謂
也
。
曾
子
曰
、
夫
子
之
道
、
忠
恕
而
已
矣
。﹈

単
純
に
考
え
る
と
、
曾
子
は
、
孔
子
の
「
道
」
を
「
忠
恕
」
と
解
釈

し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
う
な
る
と
重
要
で
は
あ
る
も
の
の

道
徳
の
代
表
と
は
言
え
な
い
「
忠
恕
」
が
道
全
体
の
代
名
詞
の
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
朱
熹
は
『
論
語
集
注
』
で
、
ま
ず
孔
子

の
「
一
以
て
之
を
貫
く
」
境
地
を

聖
人
の
心
は
、
渾
然
た
る
一
理
で
あ
っ
て
、
あ
ま
ね
く
万
事
に

応
じ
て
隅
々
ま
で
適
切
に
応
対
し
、
そ
の
働
き
は
融
通
無
碍
で

あ
る
。﹇
聖
人
之
心
、
渾
然
一
理
、
而
泛
応
曲
当
、
用
各
不
同
。﹈

と
説
明
す
る
。
そ
の
う
え
で
曾
子
は
心
の
本
体
が
一
で
あ
る
こ
と
を

悟
れ
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
た
が
ま
だ
そ
こ
ま
で
い
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
曾
子
に
こ
の
よ
う
に
告
げ
た
と
こ
ろ
、
曾
子
は
言
外
に

悟
っ
た
の
だ
と
説
明
す
る
。
つ
ま
り
聖
人
で
あ
る
孔
子
と
賢
人
で
あ

る
曾
子
の
境
地
の
差
を
分
け
た
う
え
で
前
段
を
解
釈
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
次
に
曾
子
が
門
人
に
対
し
て
孔
子
の
「
道
」
を
「
忠

恕
」
と
し
た
の
は
、
曾
子
は
こ
の
境
地
を
言
葉
で
説
明
す
る
の
が
難

し
い
た
め
で
あ
る
と
す
る
。

そ
こ
で
、
自
己
の
心
を
尽
く
し
、
自
分
の
心
を
推
し
広
げ
て
い

く
と
い
う
学
ぶ
者
が
な
す
べ
き
具
体
的
項
目
を
借
り
て
、
こ
の

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。﹇
故
借
学
者
尽
己
推
己
之
目
、
以
著

明
之
。
欲
人
之
易
暁
也
。﹈

今
度
は
賢
人
で
あ
る
曾
子
と
常
人
で
あ
る
門
人
の
境
地
の
差
を
言
う

こ
と
で
、
常
人
は
日
常
の
中
で
「
忠
恕
」
の
よ
う
な
具
体
的
道
徳
に

ま
ず
努
め
、
そ
の
先
に
あ
ら
ゆ
る
事
態
に
適
切
に
対
応
し
な
が
ら
意

識
は
一
貫
し
て
自
然
で
あ
る
と
い
う
境
地
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
常
人
、
賢
人
、
聖
人
の
段

階
の
差
を
認
識
し
て
『
論
語
』
を
読
む
こ
と
で
、
聖
人
に
到
達
す
る

た
め
の
学
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
の
位
置
づ
け
が
で
き
る
と
朱
熹

は
考
え
て
い
た
。
自
己
が
各
段
階
の
ど
こ
に
位
置
し
て
い
る
か
を
見

定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
論
語
』
の
言
葉
が
今
実
践
す
べ
き
こ
と

で
あ
っ
た
り
、見
上
げ
る
べ
き
目
標
と
な
っ
た
り
す
る
わ
け
で
あ
る
。

『
論
語
』
は
か
く
て
学
問
修
養
す
る
人
に
と
っ
て
切
実
な
書
物
と
な

る
の
で
あ
る
。

　

ま
こ
と
に
『
論
語
集
注
』
は
、
聖
人
を
目
指
す
人
々
の
た
め
の
手

引
き
な
の
で
あ
る
。

注（
１
） 　

道
学
の
祖
を
周
敦
頤
と
す
る
の
は
朱
熹
が
そ
れ
を
強
調
し
た
か
ら
で

あ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
は
道
学
と
は
二
程
学
派
で
あ
っ
た
（
土
田
健
次
郎
『
道

学
の
形
成
』、
創
文
社
、
二
〇
〇
二
）。
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學
會
報　

第
六
十
一
輯 

一
六

（
２
） 　

清
・
王
懋
竑
『
朱
子
年
譜
』、『
朱
子
年
譜
考
異
』、
山
根
三
芳
「
朱
子
著

作
年
代
考
」
一
〜
三
（『
漢
文
教
室
』
八
四
〜
八
六
、一
九
六
八
）、
束
景
南

『
朱
熹
年
譜
長
編
』（
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
）
な
ど
。

（
３
） 　

こ
の
書
簡
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
陳
来
『
朱
子
書
信
編
年
考
証
』（
上
海

人
民
出
版
社
、
一
九
八
九
）。
以
下
書
簡
の
年
代
は
こ
れ
に
拠
る
。

（
４
） 　

注
（
２
）
所
引
の
『
朱
子
年
譜
』、『
朱
子
年
譜
考
異
』。

（
５
） 　

こ
こ
の
記
録
の
年
代
は
、
田
中
謙
二
「
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
」（『
田
中

謙
二
著
作
集
』
三
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
一
）。
以
下
、
朱
熹
の
記
録
の
年

代
に
つ
い
て
は
こ
の
論
文
に
拠
る
。

（
６
） 　
「
劉
聘
君
」（
劉
勉
之
）、「
師
」（
李
侗
）、「
張
敬
夫
」（
張
栻栻
）、「
劉
侍
読
」

（
劉
敞
）
と
い
っ
た
表
記
も
見
え
る
。

（
７
） 　

た
だ
『
論
語
解
』
は
未
完
だ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
『
論
語
説
』
と

い
う
書
名
表
記
の
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
（
朱
熹
著
・
土
田
健
次
郎
訳
注
『
論

語
集
注
』
四
の
「
訳
注
者
あ
と
が
き
」、
平
凡
社
、
二
〇
一
五
）。

（
８
） 　

注
（
１
）
所
引
の
前
掲
書
の
終
章
。

（
本
稿
は
、
二
〇
一
五
年
六
月
二
〇
日
に
國
學
院
大
學
中
國
學
会
第
五
十
八
回
大

会
で
行
っ
た
講
演
「『
論
語
集
注
』
は
ど
の
よ
う
な
書
物
か
」
の
内
容
を
も
と
に

し
て
い
る
。）

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕　

朱
熹
、
朱
子
学
、
論
語
集
注
、
四
書
集
注
、
論
語
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